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巴文 について

辻合喜代太 郎

On Tomoe Pattem (A Huge Comma Pattem) 

Bv KIYOTARO TSUJlAl 

巴文の起源について

巴文の遺例

主主留の巴文について

き生田近世の巴文

主主が国で古くから工芸意匠において家主主を初めとして

広く用いられたのに巴文がある。巴文の4構成は意匠とし

ても種身な問題を縫起している。乙の文鎌は万字文と極

めて親近伎をもったもので，万字文と同様に広く各地で

用いられた主題の一つである。

乙の文織の起源、iζ関しでも穏々の問題があげられてい

る。これはこの文織の構成上から生じた本質的なもので

あろう。

'支鋭

独国の Hirthは乙の文段の発生について『凡そ日本

の装飾工芸は多く.その範を中留に仰いでいる。それは

恰も Roroeの文化が G陀 ekIζ主基づいているようκ.
日本の文化は中国にその滋をもち，特iζ芸術においては

その感が強い。従って，中国古代の文字である雲と二重

の同心円との絡会した雷電文が周代の直線的な奮文.と

なり，乙の突の単位が曲線化して雷形式軍事文となったj

と述べている.

原始餓伺望f:3t

重量がよ代の土器類に"された装飾文としての多種の曲

線文の旋回した結果lζ生じた幽総j{の特筆な形式IC蓬因

している。 1)

事111個有脱

巴文は我が国個有の発展に基づいたという説で主IC沼

田頼締氏の主張である。 3)

以上の起訴に関した諸説は何れもそれぞれの銀犯を有

しているが，更に一歩前進してζ の文織の構成について

鎗及する乙とが他面，乙の文織の発生を暗示するもので

ある.

現在各地の民主長悶lζ用いられている包文の集成を考え

ると. 先ず Hirtbは古代中国の象形文字から溝成され
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たものとし.自然現象に由来した動的な意獲を象徴化し

たものと仮定している。 Ranehesterは巴文は自然物の

形象1ζ由来したものであるととを指請し，特 Iζ~良の

Sectionから時示されたものと仮定 している.引伽 他

iζ M祖 ron5) は「太陽の Symbolとした八尽島の三足

を象徴した Triskelionの形状にその起源を求め，三駒

形Iζ Symbolizeされた太陽神Jと仮定している。乙の

設は全く万字起源説から語尊かれた特種の考え方である 7)

中国古代，古代朝鮮での遺例について次に検討すると

先づ中国古代において周代の支に施されたものを例とし

て.乙れは金栄 1IC永されたもので最古のものとしてい

る。淡代では広く乙の文様伝用いられたらしく，かの漢

銚の組鹿IC見られ，石家所載の磨鏡にはその例が多くあ

げられている、主lζ易経iζ依拠した円の分割IC~基づいた

方位を図示している.他面チベットの仏教においては八

建花IC仏の吉縛を象徴し，その中心IC巴文を!l!.白によっ

て象っている。事寺IC原因淑人Eえが指鈍されているように

唐代の遺例である新彊省ヤルキト近傍で Leα判が発鋸

した絵画に乙の文様の鎗かれているものである。 ，.乙の

絵鼠l二極めて京事い紙に疹色されたものであり，図中に騎

馬像が筒かれ，続士1ま唐代の衣.lrlを着用し.震に傾いた

籾に二巴文が儲かれている.ζの絵画の発掘された地は

唐代の高島国IC.し.仏敏，景教の盛況を極めた地方で

あるが，乙の文織は単に仏教的な文様としてよりも，寧

ろ広く一般の人々に愛用されなものであったのだろうと

推測されている。

古代帆鮮における録古の巴文の例は高勾..頃の恭!I玉

駿の石往に見られた。 (Fig4)乙の二巴文の権威の意義

iま当時の易の恩忽IC~づいたものであるう。元来，ニ巴

文は天地陰陽設を.徴化したものとされている。

θ~@ @ 
Fig 3 
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更に古い世桝tの遺物一雨ロシヤ出土土器 (Fig1.2)，

パスク民族1ζ用いられた文糠 (Fill' 3)ーにS字形連続

の人組部の単位によって表現された巴文がある。その他

の夫々の地方において夫々の巴文の形式iζ種々の意味が

附与されている。従って，その文様の構成については，

各民族の特種の手法1[.則って考案された単純な渦巻文を

円区内1[.巧妙に構成した追廻文であるとも考えられるべ

きである(日1I'111。従って，巴文の発生はある地区に限

定された一元的起源、をもつもの

ではなく，各民族の特異性lζ基

づいて考案されたものであろう

と5考えられる。乙の点は万字文

の発生と全く同様な経路を辿っ

て来たものといえる。

我国における巴文特に古代IC

用いられた所調原始巴文と藤原

中頃から以後IC全盛を示したも

のとについて述べる。署員図上代

において巴文は最も古〈縄文土

器 (Fig5.6)， .土偶Iζ施され

た結縄文かその原始形である。

乙れが発展して原始巴文を稼成

している之いわれる。 (Fig10)

然して，乙れには次のような7診

が考えられる。 (Fill'7) 

1. 二本の線が撚り合された

もの

2. 綿線が数条巻き覧ねられたもの

3. 所々に結束~を有したもの

4. 結束却を荷量れて曲線化したもの

5. 幽線的になったもの

以上の形式が認められ，乙の結縄文「畠廻文ーから導

き出された原始巴文はその多くの場合，結縄文を構成し

ている渦巻文の形式lζ由来している。その遺i担H立東北地

方出土の厚手式土器lζ施された一種の結縄突起部から発

生した場合が多い。その構成lま

居 学

1. 結縄文の一種である入組式の二つの縄文

2. 一つの線より屈曲して，内部にニ巴の空間を発生

したもの

3. 沈状式入組文によって発生したもの

以上の三方式が基本形となって，複雑な巴文を構成し

ている。特に原始時代には乙の文機は渦巻文 (Spiral)

が基本形となり (Fill'8)，乙れが単位化されたものと，

入組文，渦巻文の二つの線が結合したものと，その単純

化が発生の契機をなしたものと考えられる。

(Fill'. 9)において見るに

1. Spiralの並列

2.隣りの Spiralとの遠鏡

3.一線で各々に連続するもの

4. Spiralが両頭向いあってーつの unitとなったも

の

5. S字形となる (4よりの変化)

φ⑧ 
，t 

( 20 ) 
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6.三重線のもの

7. 5と同一方法のもの

8. 7の省略化されたもの

9.入組式の Spiral

10. 11 深く巻き乙まれた Spiral

12、Sp!ralの巴文への移行

といったが∞essが考えられる。

然し，他面，巴文が奈色期以降11:至って広く愛用され

た乙とは多くの遺例11:よって明白である。 ζの場合，乞

れらの巴文の祖形ともいう'べきものは一体何か，ー却ち中
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Fig 5 
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国文化の波及によって Hirthの説のように中国からも

たされた巴文の形式であったか，又，前述のような我図

上代IC:発生変化した原始巴文の形式にその祖型を求める

べきであろうか，

ζの問題は頗る難解なものである。我国上代の文化は

磁かに大陸文化の波及K基づいて発展したζ とは否定出

来ない。然し反面，その文化の底流として我国個有の文

化が有していたことも又否定出来ないだろう。巴文の場

合において中国波及によった形式と，縄文文化に端を発

した結縄文から君事かれた原始巴文もその祖翠として重姿

な意味をもっていた乙とは十分に認めなければならな

い。

藤原時代以後には巴文も種々の形を生み出し又，文様

としても綴る洗練されて形式を祭出している。その形式

は単位が1. 2. 3側を配した形式である。 二舗の単位

から構成されたものを「話鎗巴jといい，特iζ丸味のも

ったのを「尾長巴」といって，最も主要な形式を形成し

ている。 ζの形式が藤原時代の代表的な巴文の形式であ

り，寺院装飾としての蓬撃文の代用として珍重された。

本来巴文は水Iζ因んだというととから火を忌なといった

呪符的意味によっていたものであろう。

巴文が多く用いられるに従って，形と名称も複雑にな

ってくる。頭録が右向のものを宕巴，左向のものを左巴

と称して区別している。 ζれは王朝時代に儀式用とした

太鼓に施された主主飾文綴としての巴文が，その太室主の位

霞により，左側即ち左座のものに左Eを用いたといわれ

ている。江戸時代にはその形式が更に洗練さを増し，穆;

々の形式が創作されたのである。例へば，一頭巴，二頭

巴，対巴，途巴，巴木爪，輸送巴，三頭巴 尾長巴.

鱈虫食巴結巴，三金輸巴，巴君主，三盛巴，三積巴，九際

巴，ウロコ巴四巴，五頭巴，カ7 シキ巴，巴梅鉢，字

巴， 1字体寺巴，角字巴， 三角字巴，釣巴，7k巴，菊巴，

富士巴，抜巴，子持巴，角巴，剣巴，雲頭左巴等々の形

医

( 22 ) 

ふふら
ヴ ー

式が見られる。しかも，巴文は武神と して崇敬された八

絡宮の神文となっているζ とから，武家の間では巴文を

家紋として愛用される傾向が著しかった。

以上，巴文についての古代からの遺例をあげ，その種

々の形式をも示した。特にその起源iζ関して我が国の巴

文の組型として縄文土器を飾った結縄文の展開iζ由って

生じた原始巴文について考察を加へたものである。しか

し， ζの問題については尚多くの疑問がのとっている ζ

とは言うまでもない。今後，更に考察を加えるべき事実

を提起したにすぎない。
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